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プラネタリウムのあゆみ③～ハイブリッド式投映機～ 
プラネタリウム投映機について、3 回に渡って紹介してきました。最後のテーマは「ハイブ

リッド式投映機」です。新年度に当館に新しく入る機器について、くわしく紹介していきます！ 
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 中央には光学式投映機が設

置されます。 

当館のような 12m 直径のプ

ラネタリウムドームで使用され

る光学式投映機では世界最小

クラスとなり、恒星球（恒星投映

機）のほかに惑星投映機を搭載

しています。 

 9,500個の恒星と、800万個

の星で表現される天の川を映し

出すことが可能です。 

 
 

 周辺には 4K のレーザー光源プロ

ジェクター3台が設置されます。 

 優れた画像で番組や宇宙映像のほか、星座絵や季節

の星座の目印を投映し、天文現象の再現も可能です。 

光学式とデジタル式を連動させることで、美しい星空

と映像表現を両立します。 

超小型光学式投映機 
オルフェウス 

 

「ハイブリッド式」とは？ 
「光学式投映機」と「デジタル式投映機」を両方

設置し、それぞれの投映機を同時に、もしくは別々

に使用して星空を映し出します。本物に近い美し

い星空を映し出すことが得意な「光学式」と、番組

や宇宙の CG など自由な映像表現が得意な「デジ

タル式」の両方の良い所を生かすことが可能です。 

一方、複数の投映機を使うので操作が複雑にな

ってしまうことと、コストが高くなってしまうこ

とが欠点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔の光学式は北半球用と南半球用の恒星球が独

立した「二球式」が多く、多くの方にとって「プラ

ネタリウム＝二球式」のイメージが強いと思いま

プロジェクター① 

プロジェクター② 

リクライニング
シートも快適
で使いやすくな
ります。 

プロジェクター③ 

4Kプロジェクター3台 
（デジタル式投映機） 

恒星球 
（恒星投映機） 

惑星投映機 

オルフェウス 



季節の星空 

4月 15日 20時頃の松本の星空 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

4月の主な天文情報 

2（火）  細い月と金星が接近（日の出直前） 

5（金）  新月 

はやぶさ 2がリュウグウにクレーターを生成（予定） 

9（火）  細い月と火星が接近（日没後～21時 30分頃） 

ヒヤデス星団が食
し ょ く

（20時～21時 30分頃） 

12（金）  水星が西
せ い

方
ほ う

最
さ い

大
だ い

離
り

角
か く

（日の出直前） 

19（金）  満月 

23（火）  こと座流星群が極大
き ょ く だ い

（9時頃、出現期間 16日～25日） 

月と木星が大接近（23時頃～日の出前） 

26（金）  月と土星が大接近（0時 30分頃～日の出前） 

カシオペヤ 
ケフェウス 
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おおぐま 

北斗七星 
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黄道 
（太陽の通り道） 

放射点 
（流星群の出発口） 
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冬のダイヤモンド 

おおいぬ 

こじし 

かに 

しし 

ベテル 

ギウス 

りょうけん 

らしんばん 

とも 

かみのけ 

ヒヤデス星団は、おう
し座の顔にある星の集
まりです。9 日に起こ
る、星が月に隠される現
象を「食」と言います。 

北 

うしかい 

アーク 

トゥルス 

おとめ 

ポンプ 

ほ 

西方最大離角→地球から見て、
太陽から最も西へ離れる角度。
地上からは、日の出直前の東の
空高い位置で内惑星が見える。 

極大→天体の活動が最も活
発になること。流星群の場合
は、最も多く流星が現れる。 

春の大曲線 

春の大三角 

スピカ 

レグルス 

デネボラ 

うみへび 

ろくぶんぎ 

コップ 

かんむり 

ヘルクレス 

からす 


